


要約:新生児医療に携わる全国 125 施設に対してアンケート調査を行い、MRSA を中心とし

た院内感染症発生の現状と院内感染対策の傾向を把握するとともに、現在行われている感

染対策の問題点について検討した.83 施設(回収串 66%)の結果では、MRSA を意識した院内

感染対策がほとんどの施設で行われているにもかかわらず、1992 年と 93 年では、総入院

数の約 0.4%が MRSAによる重症感染症に罹患し、発生率はほぼ横ばいで低下は見られない.

特に超未熟児や人工換気症例の多い施設に多く発生しているが、その中でも空調設備や隔

離に即した看護体制を要した施設では、比較的低い発生率であった.現在の対策に加え、

ますます感染に対するスタッフの意識を高める努力をするとともに、設備整備や余裕のあ

る人員配備がこれからの感染対策には必要であると思われる.


